
⼗勝川かわまちづくりに関する活動の内、

・十勝川サロルンリムセ
・十勝川アシリチェプノミ
・いい川づくりワークショップ

について



「十勝川中流域かわまちづくり」に関連した活動

千代田堰堤展望公園 川まちづくりで整備した千代田堰堤展望公園を広く知
ってもらうためのイベントとして、川まちづくり協議会に
協力する形で、令和4年度は

〇「アイヌ民族の伝統舞踊を鑑賞する会」として
→十勝川サロルンリムセ

〇あきあじ祭りの一部として「新しい鮭を迎える儀式」
→十勝川アシリチェプノミ

の2つを開催しました。 1



阿寒

帯広
平取

札幌

1.十勝川サロルンリムセの開催
1-1. 4つの地域から演者を招いて各地に伝わる伝統舞踊を見比べる

北海道のアイヌ民族は大きく5集
団に分かれていたようで、方言
があった他に、文化も少しずつ
異なっていたと言われています。
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1-2. 各地域の伝統舞踊の鑑賞（阿寒アイヌ民族文化保存会）

タクサの舞（厄除けの踊り） サロルンリムセ(鶴の舞) チロンヌプ(狐の踊り)

フッタレチュイ(黒髪の踊り) 馬追踊り



1-3. 各地域の伝統舞踊の鑑賞（札幌ウポポ保存会）

4

フチトノト（酒運びの踊り） ハンロー（大地を踏みしめる踊り）

ポンチカップリムセ（小鳥の踊り） エムシリムセ(剣の舞)



1-4. 各地域の伝統舞踊の鑑賞（平取アイヌ文化保存会）

5

ハララキ（湿原で遊ぶ鶴の踊り） エムシリムセ(剣の舞)

ク リムセ(弓の舞） ハララキ（大空を舞う一羽の鶴の踊り）



1-5. 各地域の伝統舞踊の鑑賞（帯広カムイトウウポポ保存）

6

ウタリオプンパレ
(我ら立ち上がって大いに踊ろう) ヘレカンホ（水鳥の舞） サルキウシナイ（風景・情景の踊り）

ク リムセ（弓の舞） サロルンリムセ（鶴の舞） バッタキウポポ（バッタの踊り）



ポロリムセ（輪踊り）

1-6. 最後は観衆にも参加を呼びかけ、皆で輪踊り

〇今年で4回目となる「十勝川サロルンリムセ」は5月21日（土）に開催し、参加者50名、
観衆100名を集める結果となりました。

〇駐車場に出店していた十勝いけだ屋市の売り上げも好調だったようです。

〇観衆は十勝一円から集まっており、天気も良く、十勝川を背景にした各地の踊りを楽
しんでもらえたようです。
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1-7. 動画
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サロルンリムセ(鶴の舞)約45秒：阿寒アイヌ民族文化保存会
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フッタレチュイ(黒髪の踊り)約40秒：阿寒アイヌ民族文化保存会
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バッタキウポポ(バッタの踊り)約45秒：帯広カムイトウウポポ保存会



2.十勝川アシリチェプノミの開催

あきあじ祭りの一部として9月10日（土）に開催した。

11

あきあじ祭りの会場配置

左岸側
・アイヌ民族の伝統儀式
・川カフェ

詳細は、先に説明した「川まちづくりに関する活動について」と重
複するので割愛する。
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カムイノミ(祈りの儀式)約4分：帯広カムイトウウポポ保存会

2-1. 動画



第14回 いい川・いい川づくりワークショップ in 東京

会場の様子開会式

令和4年9月3日（土）10：00～17：30、 9月4日（日）9：30～15：30日 時

国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区）場 所

7月7日の川の日の記念行事として始まり、今回で通算24回目となります。全国のいい川づくり
を行っている個人や団体が日頃の活動を発表して、“より良い いい川づくり”について全国規模
で共有できる場となります。
今年は、全国から26団体（うちオンライン参加5団体）が参加し、十勝からは2団体が参加しま

した。

内 容

開会式 → 全体発表 → テーブル選考 → 全体集会 （感染対策のため交流懇親会はなし）9月3日

復活選考 → 入選者発表会 → 全体選考 → 公開討論会 → 表彰式 → 閉会9月4日
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ワークショップの様子

本別アイヌ協会
小川 哲也氏

協力：十勝川中流部
市民協働会議

いい川づくり事務局として参加
十勝川中流部市民協働会議 和田 哲也

十勝川中流部
市民協働会議

黒井 孝明

全体発表 ポスターセッションテーブル選考

全体発表 表彰式ポスターセッション

公開討論会コメンテーターとして
最終選考を担当

投票 15


